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遺 構 図 版 編 凡 例

1.本書は、『更埴条里遺跡・屋代遺跡群―縄文時代編―』の遺構図版編である。

1.図類 (以下遺構図版)に は『図版』を付け、通 し番号を付 した。

1.遺構実測図について

1)遺構図版の名称・縮尺と掲載目的

調査地区設定図 1:2000 調査面毎に全調査範囲を網羅 し、調査方法を示す。

遺構分布図 1:500 調査面毎に連続する遺構密集部分を示す。

遺構割付図 1:120 調査面毎に遺構密集部分を選択 して掲載 し、各遺構の関係を示す。

遺構個別図 1:60 個別遺構の状況 (原則として SF・ SQ以外。ただし例外あり)。

1:40 個別遺構の状況 (原則として SF・ SQ。 ただし例外あり)。

1:30 特定の部分の拡大図 (埋甕・炉など)。

2)上記の図版は、検出面毎に、調査地区設定図、遺構分布図、遺構割付図、遺構個別図の順 に掲載

した。各図版は全て調査地区南側から北側へ向けて作成 している。

3)遺構個別図の表現方法

・ 遺構個別図には完掘図・遺物分布図・掘方図 (敷石住居の場合は石下図)の順に掲載 し、床面

遺物は基本的に遺構完掘図に含めた。

・入口が特定できない遺構に関 しては北を上方向とした。

・土器・ 石器番号は『遺物図版』の遺物番号 と照合する。

・骨番号は『本文』第 9章第 6節表100の台帳番号に照合するが種不明の場合は、表のみ削除 した。

・炭化材 (図版中 「樹」と表記)番号は『本文』第 9章第 4節の鑑定番号に照合する。

・遺構個別図中に、必要に応 じて遺物図を掲載することがあるが、その場合の縮尺 は基本的に

『遺物図版』掲載図の 1/4で ある。ただし剥片石器のみは1/2と した。

・遺構図のスクリーントーンは右下のように用いた。これ以外の場合は図中に個別に凡例を示 し

た。
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図版 1 地区設定図

図版 2 基本土層図(1)
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図版20 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図 6(⑥a区)

図版21 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図7(⑥a区)

図版22 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図8(⑥b区)
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図版27 XⅣ-102層検出竪穴建物跡個別図13(⑥b区 )

図版28 XⅣ・ 102層検出土坑個別図 (⑤・⑥区)

図版29 XⅣ二102層検出焼土跡個別図 (⑤・⑥区)

図版30 XⅣ-102層検出遺物集中個別図 1(⑥a区)

図版31 XⅣ-102層検出遺物集中個別図2(⑥a区)

図版32 XⅢ層検出遺構分布図 (⑤・⑥区)

図版33 XⅢ層検出遺構個別図 (⑤・⑥区)

図版34 XⅡ _2層調査地区設定図 (①～⑥区)

図版35 XⅡ -2層下面検出遺構分布図 1(④ a～dOfOg区 )

図版36 XⅡ -2層下面検出遺構分布図2(④fO g・ ⑤～⑥区)

図版37 XⅡ -2層上面検出遺構分布図 1(④cOfO g・ ⑤・⑥

a区)

図版38 X耳 -2層下面集落遺構割付図 1(④ a区)

図版39 XⅡ -2層下面集落遺構割付図 2(④d区)
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図版41 XⅡ -2層下面集落遺構割付図4(⑤a区)

図版42 XⅡ -2層下面集落遺構割付図 5(④c区 )

図版43 XⅡ -2層下面集落遺構割付図6(④gO ⑤b区)

図版44 XⅡ -2層下面集落遺構割付図7(⑤b区 )

図版45 XⅡ -2層下面集落遺構割付図8(⑤b区 )

図版46 XⅡ -2層下面集落遺構割付図 9(⑤b区 )

図版47 XⅡ…2層下面集落遺構割付図10(⑤b・ ⑥b区)

図版48 XⅡ -2層下面集落遺構割付図11(⑤bO ⑥b区)

図版49 XⅡ -2層下面集落遺構割付図12(⑤aO ⑥区)

図版50 XⅡ -2層下面集落遺構割付図13(⑥区)
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図版151Ⅸ層集落遺構割付図 1(② f区 )

図版152Ⅸ層検出遺構個別図 1(更埴条里遺跡 I区焼土跡、屋

代遺跡群②iO ⑤b区土坑・焼土跡)

図版153Ⅸ層上面調査地区設定図 (A～K区)

図版154Ⅷ層調査地区設定図 1(A～K区)

図版155Ⅷ層調査地区設定図 2(①～⑥区)(Ⅶ層を含む)

図版156Ⅸ層上面検出遺構分布図 1(A区 )

図版157Ⅸ層上面検出遺構分布図2(A～B区 )

図版158Ⅸ層上面検出遺構分布図3(C区 )

図版159Ⅸ層上面検出遺構分布図4(D区 )

図版160Ⅸ層上面検出遺構分布図5(E区 )

図版161Ⅸ層上面検出遺構分布図6(F区 )

図版162Ⅸ層上面検出遺構分布図7(G区 )

図版163Ⅸ層上面検出遺構分布図8(H区 )

図版164Ⅸ層上面検出遺構分布図 9(I区 )

図版165Ⅸ層上面検出遺構分布図10(」区)

図版166Ⅸ層上面検出遺構分布図11(K区 )

図版167Ⅷ層検出遺構分布図 1(F区 )

図版168Ⅷ層検出遺構分布図2(H区 )

図版169Ⅷ層検出遺構分布図 3(I区 )

図版170Ⅷ層検出遺構分布図4(J区)

図版171Ⅷ層検出遺構分布図5(K区 )

図版172Ⅷ層検出遺構分布図 6(⑤a～⑥a区)

図版173Ⅷ層集落遺構割付図 1(⑤ a・ ⑥a区)

図版174Ⅷ層集落遺構割付図2(⑤a区)

図版175Ⅸ層上面検出遺構個別図 1(掘立柱建物跡)(E区 )

図版176Ⅸ層上面検出遺構個別図2(掘立柱建物跡)(E区 )

図版177Ⅸ層上面検出遺構個別図3(掘立柱建物跡)(EOH
区)

図版178Ⅸ層上面検出遺構個別図 4(掘立柱建物跡 0土坑)

(A・ COE・ 」区)

図版179Ⅸ層上面検出遺構個別図 5(掘立柱建物跡・土坑)

(AOC～ E・ GOK区)

図版180Ⅸ層上面検出遺構個別図6(焼土跡・遺物集中・不明

遺構)(A・ 」・ I区)・ Ⅷ層検出遺構個別図 1(更埴

条里遺跡土坑・屋代遺跡群竪穴状遺構)(F・ ⑤a区 )

図版181Ⅷ層検出遺構個別図 2(更埴条里遺跡土坑・焼土跡、

屋代遺跡群竪穴状遺構 0土坑)(H・ I・ ②fe ⑤a区)

図版182Ⅷ層検出遺構個別図3(遺物集中)(F・ 」OK区
)

図版183Ⅶ層検出遺構分布図 1(② f区 )
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図版 4

1。 mⅢ層 トレンチ設定図 (屋代遺跡群⑥b区 )

台石出土地点

3。 屋代遺跡群⑥ b区調査区検出遺構

5m

SF9143

暗灰黄色  シル ト 焼土粒混入、炭化物粒少混入

2。 到 層 トレンチ設定図 (屋代遺跡群⑤～⑥区)

レ ンチ
ヽ

4。 W層 調査地区設定図 (屋代遺跡群④～⑥区)

ヽ

□
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目

本調査範囲

調査員若干
名による平
面精査範囲
重機による
掘削、断面
観察範囲

⑤a区深堀
リトレンチ

XVⅢ～XV層調査区設定図、XVI層遺構分布図
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S F 5204

1.にぶい赤褐 (5YR3/4)火 床下部の変色

2.にぶい黄褐 (10YR4/3)焼 土、炭化物多、

焼骨微混入、灰上部に堆積

3.赤 褐 (5Y4/6)し まり強、火床

4.火床下部の変色

S F5211

1.にぶい赤褐 (5Y4/4)し まり強、火床.

灰微混入

2.火床下部の変色

A 350.8

m

SK5935

1。 暗 褐 (10YR3/3)砂 質。炭化物粒、

焼土粒少混入

SK5938

1.暗 褐 (10YR3/3)砂 質

2。 焼 土 (SF5213)炭 化物片混入

3。 暗 褐 (10YR3/3)細 砂混入。

炭化物、焼土粒、焼骨片混入

4.暗 褐 (10YR3/3)粘 性、しまり

やや有。炭化物、焼骨片少混入

S F 5214

1。 焼 土 火床。上部に灰、焼骨片

2.暗 褐 (10YR3/3)粘 性、しまり

やや有。焼土、炭化物粒、

焼骨片混入
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1。 にぶい黄褐 (10YR4/3)シ ル ト.粘性有、

焼土ブロック、灰、焼骨片混入

2.灰の堆積     3.焼  土

4。 暗赤褐 (5YR3/2)シ ル ト.粘性有、

焼土粒混入

5。 暗 褐 (10YR3/4)シ ル ト。粘性有、

焼土ブロック微混入

」M20~ ・ ジ

XV層、XIV-3層 検出遺構個別図 (屋代遺跡群⑤ b区 )
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1.XIV層  調査区設定図

(屋代遺跡群④～⑥区)

2.畑層 調査区設定図

(更埴条里遺跡 」地区～屋代遺跡群⑥区)
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13.灰黄褐 (10YR4/2)砂 質土、マンガン集積しグライ化

するなど検出困難

14.5層 に類似し、しまりさらに強

15。 14に炭化物混入   16.XIV-lc層 に類似、一部周堤か ?

S B5402

1.にぶい黄褐 (10YR4/3)粘性、しまり有。粘土ブロック少混入

2.灰黄褐 (10YR4/2)粘 性有、しまり1層 より弱。焼土粒微混入

3.にぶい黄褐 (10YR4/3)粘 性、しまり弱。砂質土と

粘性土がブロック状に混在

床 XⅣ -3層 との層裏面を床とし、硬くしまっている。

F    F′

縣
S B 5401

1.畑 -3層

2.Ⅲ V-la上 層 本来のXⅣ -la層 に比ベシル ト質

3。  XIV-la層 4.XIV-lb層

5。 暗灰黄褐 (2.5Y4/2)砂 質シル ト。粘性弱、しまり有。下部に

炭化物集中有

6。 床面炭化物層

7。 暗灰黄褐 (2.5Y4/2)粘 性やや有、しまり強。硬くしまる

8。 黒 褐 (2.5Y4/2)粘 性、しまり有

9。 極暗赤褐 (5YR2/3)火 床

10。 暗褐土、灰褐土ブロック混在、焼土混入。しまり強

H。 焼 ±     12.掘 方
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XIV二 102層検出竪穴建物跡個別図 1(屋代遺跡群⑤ b区 )



図版 16

S B5404

る が

C_

A

る が

卜

Ｏ
Ю
∞

Ｊ

A 351.0

A b51.0

C  350。 7

D 350.0

m

S B5404

1.暗 褐 (10YR3/4)砂 質

2.暗 褐 (10YR3/3)砂 質。 1に比べやや腐植化、

酸化鉄分ブロック混入

3.褐  (10YR4/4)シ ル ト。粘性有、炭化物粒混入

4。 褐  (10YR4/4)3層 に砂と炭化物粒混入

5。 にぶい黄褐 (10YR4/3)シ ル ト。粘性弱、炭化物微混入、

酸化鉄分の集積有

6.暗 褐 (10YR3/4)砂 質土。炭化物ブロック多混入

7。 にぶい黄褐 (10YR4/3)シ ル ト。しまり有、炭化物粒微混入

8。 暗 褐 (10YR3/3)砂 質シル ト。炭化物ブロック多混入

9。 黒 褐 (10YR3/2)粘 性強。焼土、炭化物粒微混入

10。 焼 土

H。 暗 褐 (10YR3/4)粘 性、しまり強

12。 暗オリーブ褐 (2.5Y3/3)シ ル ト。下部に酸化鉄分集積

13。 赤 褐 (5YR4/6)火 床

14.にぶい黄褐 (10YR5/3)粘性やや有、しまり強。

15。 焼 土

16 暗 褐 (10YR3/3)シ ル ト。炭化物ブロック混入
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XIV-1 2層検出竪穴建物跡個別図 2(屋代遺跡群⑤ b区 )
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A
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1.にぶい黄褐 (10YR5/3)粘 性弱、しまり強。褐灰土多混入

2。  褐  (10YR4/4)シ ル ト質細砂   3.一
4.XIV-2層 に類似、炭化物少混入

5。 灰黄褐 (10YR4/2)砂 質、酸化鉄分集積有

6。 褐  (10YR4/4)XIV-2層 に類似する砂

7.にぶい黄褐 (10YR4/3)し まり強。層理間に砂を混ぜ蓼化

S B5408

1.畑 層

2.灰黄褐 (10YR4/2)グ ライ化激しい。炭化物少混入

3.4.灰黄褐 (10YR4/2)2層 よりやや粘性有

5。 にぶい黄褐 (10YR4/3)シ ル トに黄褐砂を混ぜ硬化

6.黒  褐 (2.5Y3/1)粘 性弱、しまり

やや有。炭化物粒微混入 (南壁際のみ)

7.オ リーブ黒 (7.5Y3/1)粘 性弱、

しまり有。 6よ り砂質、

炭化物粒微混入

S B 5411

1.暗オリーブ褐 (2.5Y3/3)砂 質。

粘性弱、しまりやや有、

炭化物、焼土粒少混入

2。 1よ り砂減。炭化物粒少、焼土微、

部分的に粘土ブロック混入

3.色調同上。XIV-lc層 中の粗砂多混入、

炭化物粒微混入

4.黄 灰 (2.5Y4/1))Ⅳ 層上面に砂を

混ぜ硬化.炭化物粒微混入
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1。 褐 (10YR4/4)砂 質シル ト.

灰褐土ブロック多混入     生

2.暗 褐 (10YR3/4)1層 より粘性、

しまり有.酸化鉄分集積多

3.2よ り砂質で、粘性弱.しまり強

4。 暗 褐 (10YR3/3)砂 質.粘性tし まり有

5。 一 掘方

6。 灰黄褐 (10YR4/2)し まり強
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1。 暗オリーブ褐 (2.5Y3/3)シ ル ト。

粘性、しまり有

2.褐  (10YR4/4)砂質シル ト。

XIV-lc層 に類似し、部分的

に硬い。炭化物粒少混入

3.褐  (10YR4/4)シル ト質砂。

粘性弱、しまりやや有

炭化物層 炭化物・灰に焼土少混入

にぶい黄褐 (10YR4/3)し まり強。  生

W層 上面を砂で固めている

色調同上 シル ト.粘性、しまり有

6に灰を多混入

灰 層  焼土微混入

暗赤褐 (5YR3/3)火 床

暗 褐 (10YR3/3)炭 化物と灰の層

にぶい赤褐 (5YR4/4)焼 土

黒 褐 (5YR3/1)焼 ±  13。 一

褐 (10YR`1/4)粘 性、しまり有c

褐 (10YR/1/Zl)上 部堅固.焼土少混入

にぶい黄褐 (10YR4/3)粘 性やや有、

しまり強[褐灰土ブロック混入

褐 (10YR4/4)細 砂]粘性弱、しまり有

にぶい黄褐 (10YR4/3)粘 性、しまり有c

褐灰土ブロック少混入

19.―

20.15層 に類似するが、焼土含まず

21.炭化物層

22.黒 (10YR2/1)炭 化物粒

23。 にぶい赤褐 (5YR4/4)

硬くしまつた火床

2`1。 暗赤褐 (5YR3/4)焼 土

25。 灰黄褐 (10YR4/2)硬 くしまる.

にぶい黄褐土ブロック混入

A 351.0

26。 暗 褐 (10YR3/3)粘 性有、しまり弱.炭化物、焼土粒微混入

27.に ぶい黄褐 (10YR4/3)粘 性有.マ ンガン集積

黒 褐 (2.5Y3/2)粘 性有、しまり強.

褐 (10YR4/4)粘性やや有、しまり弱

灰黄褐 (10YR4/2)砂 質シル ト.粘性、しまりやや有。 炭化物

粒少、焼土微混入

28。

29。

30。
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第 3床面
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第 2床面
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SQ 7004

1。 灰黄褐 (10YR4/2)XⅣ -la層 土と混在、炭化物粒微混入

2.1層 に比べ炭化物、焼土など多混入.特に下部に焼土

S B 7501

1.砂
2.灰黄褐 (10YR4/2)シ ル ト。炭化物多混入

3.オ リーブ褐 (2.5Y4/3)粘 性有、しまり弱。炭化物粒微混入

4。 オリーブ褐 (2.5Y4/1)粘 性弱、しまり有。炭化物粒微混入

5。 オリーブ褐 (2.5Y4/1)シ ル トと砂混在。粘性弱、しまり有、

炭化物粒微混入

6。 5に比べさらにしまりが強くなる    7.炭 化物層

8.6に類似し、6と の境に貼床と炭化物層

9。 炭化物層     H。 貼 床     12。 焼 土

13.XⅣ -lb層、lc層 に比べ明るい。

14。 灰 (5Y4/1)シル ト。粘性有、しまり弱。炭化物粒多混入
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■ 350.0 ゴ

洟 《ミ

S B 7503

1。 オリーブ褐 (2.5Y4/6)シル トと細砂。粘性、しまりやや有。

炭化物粒微混入

2.1層に比べ粘性弱く、しまり強.

3。 しまりさらに強くなる。炭化物粒微混入

4。 オリーブ褐 (2.5Y4/1)シ ル トと細砂混在。粘性弱、しまり強、

炭化物微混入

5。 4層 よりもしまり強。炭化物微混入
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ギ

XIV-1・ 2層検出竪穴建物跡個別図 6(屋代遺跡群⑥ a区)
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SB9008

十K06
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SQ7003

1.灰オリーブ (7.5YR4/2)シ ル ト。粘性弱、しまり有。炭化物ブロック多、焼土粒、灰混入

2.灰 オリーブ～オリーブ灰 (5Y5/2～ 10YR4/2)]5に lb層 に類似

3.灰 オリーブ (7.5Y4/2)1層 より炭化物多混入、焼土粒多混入

4。 3層 に類似し、底部に焼土面を形成。灰、焼骨混入

5。 灰オリーブ (7.5Y4/2)粘 性、しまり有。炭化物極多混入、焼土粒、焼骨、灰混入

6.灰 オリーブ (7.5Y4/2)測ゾーlb層 に炭化物や焼土粒多混入

S B 7502

1。 刈√-lb層 2.灰  (7.5Y4/1)粘性有、しまり有.炭化物粒混入

3.灰 ～灰オリーブ (7.5Y4/1～ 4/2)粘性弱、しまり有。炭化物粒微混入

4.灰  (7.5Y4/1)1層 よりしまり弱く、炭化物が減少

5。 灰～灰オリーブ (7.5Y4/1～ 4/2)粘性弱、しまり有

6.5に 類似し、炭化物粒微混入

8。 焼 土 床土と混在

7:オ リーブ黒 (5Y3/1)炭 化物粒、焼土粒混入

9。 赤 褐 (5YR4/6)焼土

10。 灰～灰オリーブ (7.5Y4/1～ 4/2)シ ル ト

H。 灰オリーブ (5Y5/2～4/2)粘性弱、しまり強

12.灰 オリーブ (5Y4/2)シ ル ト.粘性有、しまり弱.炭化物粒微混入

13.灰 ～灰オリーブ (7.5Y5/2～ 4/2)細 砂。シル ト微混入、粘性弱、しまり有。炭化物粒混入

14.刈 /-lc層 類似 15。 灰オリーブ  炭化物粒微混入、小礫多混入
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1。 XIV-lb層 の流れ込み

2。 XIV-lc層 に炭化物粒を混入

3.焼 土

4.層理面に細砂を混ぜ固めている
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1.暗灰黄 (2.5Y4/2)XIII-3層 対応。シル ト。炭化物等混入皆無

2.黒 褐 (2.5Y3/1)XIV-la層 対応。炭化物等混入皆無

3.黒 褐 (2.5Y3/2)シ ル ト。しまりやや弱、炭化物多混入

4.5層 よりやや明るい、黒褐土、褐灰土ブロック混入

5。 黒 褐 (2.5Y3/2)シ ル ト。しまり強。炭化物微混入

6。 5層 よりやや暗く、黒褐土ブロック多混入

7。 黒 褐 (2.5Y3/1)シ ル ト。しまりやや弱、 5層 より黒い

8.黒  褐 (2.5Y3/2)5層 類似。しまりやや弱、炭化物混入

9。 焼 土

10.灰  (5Y4/1)焼土粒微混入

H。 赤 褐 (5YR4/6)焼 土.灰混入

12.黒  褐 (2.5Y3/2)シ ル ト 炭化物微混入

13.刈Ⅲ lc層 に類似
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9。 灰  (5Y4/1)焼 土、炭化物、灰微混入

10。 灰 白 (5Y7/2)灰 層

H。 灰 白 (5Y7/2)灰 、炭化物片、焼土粒混入

12.赤  褐 (5YR4/6)焼 土

13。 黒 褐 (5YR3/1)焼 土、炭化物片混入

14.灰  (5Y4/1)シ ル ト

15。 砂質土  炭化物多混入

P6。 7 小礫充填

降 ギ 単 _Jm
SB9010

1.黒 褐 (2.5Y3/2)砂 質

2.1層 に比ベシル ト質になり暗褐色に近い

3。 黒 褐 (2.5Y3/2)シ ル ト.しまり有、炭化物多、焼土混入

4.黒 褐 (2.5Y3/1)シ ル ト.し まり弱、炭化物多、焼土混入

5。 黒 褐 (2.5Y3/2)4よ り明るい.炭化物多、焼土混入

6.黒 褐 (2.5Y3/2)砂 質.炭化物微混入

7.焼 土

8。 オリーブ黒 (5Y3/2)焼 土粒混入
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2.暗褐色 (10YR3/4)1層との層理面に焼土集中、
焼± 10%、 XH-3層のプロックlo%、 炭化物5%、

樹24

3.暗褐色 (10YR3/3)粘性有。2層 との層理面に焼
土、炭化物、炭化物20%
4.灰黄褐色 (10YR4/2)粘性高、しまり強、粘土状
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2.暗褐色 (10YR3/3)粘性土。1層±30%、 炭散在
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2.にぶい黄褐色 (10YR5/4)

焼土、炭化物粒微量
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混入

上気ヽ堕pに糧野γノ品漕り 、ち鍵♂
3.褐色 (10YR4/4)粘性をもつやや砂質土。 10Y
R5/3粘 性土 プロック混入。 炭・ 焼土 の ブロック
混入。XH-3層 と酷似

4。 一
5.にぶい黄褐色 (10YR4/3)焼±3%、 炭化物 10
%
6.にぶい黄橙色 (10YR7/2)灰層。506層 の層理
面に炭化物含
7.にぶい赤褐色 (5YR4/4)硬 くしまった火床
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9.暗褐色 (10YR3/4)し まりかなり強。褐色 (10
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色 (2.5YR4/2)

くしまり強
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1.灰白色 (10YR7/

71幻器3焼髯陸
炭化物含
2.暗赤褐色 (5YR3
/6)か なり硬 く焼け
た火床
3.極暗赤褐色 (5YR
2/4)被 熱部分
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1.褐色 (10YR4/4)φ l～ 2mmの炭化物1%含む。
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l鍵筑球r里源 温指ぉり良。
2.褐色 (10YR4/4)粘性有、 しまり良。黒色炭3

～5%
3.褐色 (10YR4/4)粘性有、 しまり良。 赤褐色
(5YR4/6)焼 ±7～ 10%

5'  番牒 離 が 極 狩 讐 赳

6ぁ

掘昇
00YRグの 粘性有、 しまり良。 嫌 石

SB6701
1.褐色 (10YR4/4)粘性、 しま りあ り、 XH-2
層。炭方2～3%、 骨片

任纏どり曹9'119P5/→ 粘性、しまりあり、

ちこり類似、黄橙色ブいソ′5～7%。 Ⅲ-38

告RF褥姿銚 マ鍵亀織 ック5%
615層 に類似し、砂ブロック1～2%含む
7 3層 に同 じ

糧 貯
1`躙 絆 逸檀「

しま痣ar‰ 塩

10.褐 色 (10YR4/4)にぶい黄橙色 ブロック5%
11.褐 色 (10YR4/4)に ぶい黄橙色 ブロック1%
12.褐 灰色 (10YR4/1)粘性、しまり良

m
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SB6702

い

A352,0

SB6702
1.オ リープ褐色 (2.5Y4/3)粘 質 シル ト、 しまり良。暗灰質プロック15%
2.にぶい黄褐色 (10YR4/5)粘質 シル ト。暗黄褐色プロック7%
3。 暗褐色 (10YR3/3)粘質 シル ト。にぶい黄褐色プロック15～25%、 炭化物1%以下

SB6703  :   __´
_一                 く`

|

SB6703 1層

G351.6 σ

SB6702 炉

SB6702 1層

SB6703
1.オ リーブ褐色 (2.5YR4/3)粘 質シル ト

SB6702の 1層 と酷似

SB6703 炉

1.暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘 質 シル ト、
しまり良。灰化物 10%、 骨粉1%以 下

2.に ぶい赤褐色焼土 (5YR4/4) SB6703
粘性有、 しまり良。炭化物5%、 火床
3.黒色 (N2/0)粘性有、炭化物層
4.暗 オ リープ褐色 (2.5Y3/3)シ ル ト、

粘性有、 しまり良。炭化物1%以下

C351.6  C/

図版99

D351.6D/
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］辟

薇

A351.6

SB6702 炉

1.暗灰褐色 (2.5Y4/2)粘 質シルト、しまり良。焼土含。
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SB6703 埋甕

1.に ぶい黄褐色 (10YR4/3)

粘質 シル ト、 しまり良。炭化

物1%以下
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SB9001

tQr 
④

tQЮ

ｍヽｍヽ 士S17

SB9001

1.に ぶい黄褐色 (10YR4/3)粘性あり。炭化
物微量
2.黒褐色 (10YR3/2)粘性あり。炭化物多量、
骨片
3.暗褐色 (10YR3/3)やや砂質土。炭化物、
骨片含む
4.灰黄褐色 (10YR4/2)やや砂質土。炭化物、
骨片少量

5。 灰黄褐色 (10YR4/2)4層に同 じ。下面が
貼床
6.灰 オ リーブ色 (5YR4/2)炭 化物
7.灰 白色 (10YR7/1)灰層。骨片、炭化物含
む

8。 黒褐色 (10YR2/2)焼土 プロック混入
9。 オリーブ褐色 (2.5Y4/3)炭 化物、骨含む
10.オ リーブ褐色 (5Y4/3)上 層 に炭化物粒多量

SB9001 埋甕

ヽ1  資
|

il

sB9001 炉

SB9001 埋甕

1.SB9001 10層 に同 じ

SB9001 炉

1.オ リーブ褐色 (2.5Y4/3)粘質土

2.オ リーブ褐色 (2.5Y4/3)灰混入

3.オ リープ褐色 (2.5Y4/3)1層 に同 じ

O             m
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sB9002 へM03

A352.0
ST9101  P4

六N06

A352.0

ムN03
SB9002

1.暗褐色 (10YR3/3)粘性あり。炭化物、骨片あり

2.暗褐色 (10YR3/4)やや砂質。炭化物多 し

3.褐色 (10YR4/4)や や砂質。炭化物微量

4。 オ リーブ灰色 (10YR4/2)全体に炭化物粒散在

5.暗 オ リーブ色 (5Y4/3)火 床。中央上部に灰。焼土粒、炭化物、骨片

6.オ リーブ褐色 (2.5Y4/6)炭 化物混入

7.オ リーブ褐色 (2.5Y4/6)炭 化物6層 より多い

8.オ リーブ黒色 (5Y3/2)炭 化物、骨片

≧
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く

m

|ヽ

武P04

A/

:6.暗 オリーブ色 (7.5Y4/3)焼 土粒・炭化粒

ほとんどなし
7.灰白色 (7.5Y7/1)灰 層。焼土粒含む

8.火床

SB9003
1.黒褐色 (10YR3/2)粘質。炭化

物、骨片多い

2.にぶい黄褐色 (10YR4/3)や や

砂質。炭化物混入
3.暗褐色 (10YR3/3)粘質。炭化

物、骨片多い

4.にぶい暗褐色 (10YR5/3)粘質
5。 にぶい黄褐色 (10YR5/3)粘質。

炭化物、骨片が混入する床面構築
土
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SB9004

ムN05

ムN o6
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ミ
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SB9004 埋甕

SB9004

1.黒褐色 (10YR3/2)粘質土。炭化物多量

2.黒褐色 (10YR3/2)炭化粒含有
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1.オ リーブ黒色

0
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1.暗オリープ褐色
似。炭化物微量

SB9005 炉
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(5Y3/2)XII-3層 と類似
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(2.5Y3/3) XH-2層 と類
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惜 拝ぎど
黄褐色 ⊂OYR5/の 粘性高い。劇 肱

t薯 操集
αOYR3/→ 粘性高い。炭化物微量、

5。 暗オ リーブ褐色 (2.5Y3/3)炭 化物混入

SB9005 炉
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sB9006

C351.7

SB9007
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8P4十憫17

A351.9

bl

xS田
∞6嵯

A

+P17

バ

|ヽ

粘質土。少量の炭化物含む

粘質土。炭化物多量、灰含む

XII-3層 に類似。炭化物

く
|

o     (1:30)     lm

SB9006

1.暗オリープ色 (5Y4/4)シ ル ト状。 全体に炭化粒

散在、微量の黄色の風化礫含有。XII-3層 に類似

2.暗 オ リーブ色 (7.5Y4/3)褐 色を帯びる。風化礫

散在。XII-3層 に類似

3.掘方
4.オ リーブ黒色 (5Y3/2)XlI-3層 に類似。 上部 に

礫、下部炭
5。 暗オリーブ色 (5Y4/3)上 部に炭化物

SB9006 炉

m

SB9006 炉

1.灰オ リーブ色 (5Y5/3)埋 ± 1層 に類似するが礫

は含まない

2.オ リーブ黒色 (10Y3/1)シ ル ト。上位に骨片散

在

3 暗緑灰色 (10GY4/1)灰層。全体に炭化粒散在

4.火床

5,掘方
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掘立柱建物跡 (ST)

S丁 5101
いヽ

①

|° 。

ヽ
|

ST5101

1.黒褐色 (10YR3/2)粘

性高い。焼±30%、 黒色

土中に炭化物含む

2.褐色 (10YR4/4)よ く

焼けた焼土がちらばり、

巨大焼土片含む

3.褐色 (10YR4/4)XⅡ
-3層 に類似。10YR3/3の

ブロック10%含 む

bl
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E351。 9
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A351.9 A/ D351.9

1.黒褐色 (10YR2/3)焼 ±20%、

炭20%。 骨片含む
2.暗褐色 (10YR3/3)XII-3層 ブロ

イ ぶ者讐褐色 mYR4/3D糀
高 い。 炭化物10%

G351。 9    G/

1決

臆場争」辞瑠層夕Lサツ扁城。
2.暗褐色 (10YR3/3)1層 に10YR

τ爾普で協 10%貪
視

3.XII-3層 に炭化物20%含 む。ぬき
とり痕か ?

F351,9 Ⅳ
一

1.黒褐色 (10YR3/2)炭化物5%
2.黒褐色 (10YR3/2)炭化物含む
3.黒褐色 (10YR3/2)粘性高い。
炭化物含む。柱痕か
4.褐色 (10YR4/4)XII-3層 に類
似

H′~ 1.黒
褐色 (10YR2/3)

XII-2層 に巨大炭化物
が集中 している層。
巨大炭化物20%、 XH
-3層 プロックlo%
2.暗褐色 (10YR3/3)
10YR4/2の ブロック
10%、 炭化物10%
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S丁 5102

D351.8

1 暗褐色 (10YR3/3)
炭化物20%

E351.8  E′~~    1~

1.黒褐色 (10YR3/2)粘
性高い。炭化物30%
2.暗褐色 (10YR3/4)X
II-3層 のプロック5%含む。

F351.8

1.暗 褐色 (10YR
3/3)し まり・

粘性高い

K′     L351.8・  L′

G351,8

1.褐色 (10YR4/6)粘性あま

りなし

2.黒褐色 (10YR2/2)炭化物
20%
3.暗褐色 (10YR3/3)し まり
0粘性あり

4.黒褐色 (10YR3/2)炭化物
10%

Ъ
I

H351.8 ｒ
一

1.暗褐色 (10YR3/3)
しまり・粘性あり

M351.8  M′

1.暗褐色 (10YR
3/4)P9の 1層
に同 じ。炭化物
10%

1351.8 1′

蒻
1.―

N351.8      N′

1.暗 褐色 (10YR3/3)
炭化物30%
2.暗褐色 (10YR3/4)
しまり強い。XH-3層
ブロック10%
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1.黒褐色 (10YR3/2)P2
の 1層 に同 じ。焼骨の細片

含む。最 も黒色に土壌化 し

たところ
2.暗 褐色 (10YR3/4)炭
化物10%

炭化物5%
」′    K351.8

蒻
暗褐色 (10YR3/3)
暗褐色 (10YR3/3)
暗褐色 (10YR3/3)

1.暗褐色 (10YR3/4)炭化物10%

粘性高い。炭化物30%
1層 にXII-3層 プロック混入

粘性 プロック、炭化物混入 0 (1:60) 2m

XII-2層検出掘立柱建物跡個別図 2(屋代遺跡群⑤ b区 )



図版 106

ST5103a
ヽ
〇

鋏

　

　

　

Ｐ‐
‐

ゴ
一

し||ヒ

。′
｀

I P2

０
．３
ｍ

Ｏ
　
　
　

∩ヽ

測
２
　
ｏ≦
針

ヽ
Ｏ

　

　

　

　

　

ｏ
．
一
Ю
∞

愈
縮
轟
緊

。鋼

Ｋ
Ｋ

。日

t ｏ
．３
∞

∩

１ ‐

Ｒ
慾
♭

闊

顆

＼ ′′
´‐‐́ ‐́ ‐

「 :::「 _―

―括6b   !

]

I A

HI/ヽ

ST5103a内 一括6b

司二:L~二臨V刊 V S
J曾ポ J貧 悩

ヽ
Ｒ

Ｋ
製
く

噂
蜘

堰
゛

食́
∞
∞
Ｈ
Ю
』
∽
　
．∞

＼
Ｒ
Ｓ
ギ
心

（ミ
∞

“
＞
８
）
Ｊ
駆
智

．Ｎ

メ
緊
ヽ
鏑

“
”
８
）
Ｊ
駆
留

．Ｈ

ｏ
．圏
∞

く

|.巽言奎、言言Si
二

|

0      (1:60)     2m

∞
．〕Ю
∞

Ｈ

|ヽ

０
．〓
∞
ｍ

S丁5103a内 一括7b

像
輪
薫
経

？
お
∝
”
Ю
．卜
）
Ｊ
駆
型

．Ю

（く寸“＞Ю．じ
Ｊ
眺Ｘ
ヾ

ｇ
“＞３
総
壇
∞

壼Ｓギ
ム
デ̈♂脚緞軋

３お麟＞８）Ｊ
駆留
．Ｎ

女Ｋ
Ｏ中新
。わ伽
２鶉

Ｋ
器
引

。わ
佃

へ
、
日
ヽ

ど
い
砒
総
酬謬ｋ

θ`θ
覆轍lノ

t

■襦
ミ‐

鐵1

=｀¬
"

畷肇葬霧『 ０
．高
∞

ｍ
ｏ
。お
∞

く

XII-2層検出掘立柱建物跡個別図 3(屋代遺跡群⑤o区 )



P3

「ヽ
　
　
　
∞
。お
∞

「
　
　
　
　
　
　
　

国ヽ

　

　

∞
．３
∞
〓
　
　
　
　
　
　
　
　
じぐ

冴
鴨
　
中饒
糠
頷

1351.8

図版 107

I′

|ヽ

∞
．３
∞
Ｏ

∞
．一Ю
∞

Ll       

ξ
曽TギЮ

hl    百お]КV

墨    堡
国

|

“　
Ｃ
∞
〇
一
Ю
卜
∽
　
″

撃

８

く

ｙ

一

∞
．ぶ
∞

】

B351.8  B′

L351.8

C351.8 D351.8

1.に ぶい黄褐色 (10YR
4/3)粘 性高い。炭化物
20%

1.暗褐色 (10YR3/3)
焼±5%、 炭化物30%
2.暗褐色 (10YR3/4)
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焼土粒含む
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1.に ぶい黄褐色 (10YR4/3)炭 微量混入
2.にぶい黄褐色 (10YR4/3)わ ずかに暗い
3。 暗褐色 (10YR3/4)粘 土。焼土、炭化物
片、暗赤褐色土、。明赤褐色粘土やにぶい黄
褐色粘土塊を含む
4.2層に類似
5。 にぶい黄褐色 (10YR4/3)
6.5層に同 じ
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割付図凡例 (図版151
基本的には本編共通の凡例に従う

縮尺  平面図 1:120  断面図 1:120

遺構内数値 眼高355.00mで の床面あるいは底面のレベル読値 (cm)

例>140は 標高353.60mを 示す。

Ⅸ層集落遺構割付図 1(屋代遺跡群② f区 )
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Ⅸ層検出遺構 屋代遺跡群
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④ +A能

更埴条里遺跡
焼土跡 (SF)
SF804

十Pr

A353.8
-  1

SKl121
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菰 PЮ

ン(2レ

A353.8

SF5102

1.暗褐色 (10YR3/3)粘質土。中央上部に炭が多量に混入
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Ⅸ層上面調査地区設定図 (更埴条里遺跡A～ K区 )
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